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　中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間
が
開
通
し
た

こ
と
で
峡
南
地
域
へ
の
観
光
客
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
東
海
地
方
か
ら
の
玄
関
口
で
あ
る
峡
南
地
域

に
、観
光
客
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　山
梨
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
峡
南
地
域

は
、県
内
5
つ
の
圏
域
（
峡
中
、峡
東
、峡
南
、峡
北
、富
士
・

東
部
）
の
中
で
も
観
光
客
数
や
宿
泊
者
数
が
少
な
く
、
外

国
人
宿
泊
者
の
比
率
も
低
い
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。

　そ
の
一
方
で
、
同
じ
調
査
で
は
訪
れ
た
観
光
客
の
満
足

山梨県

こ
の
地
域
な
ら
で
は
の「
文
化
」に
着
目
し
て
、今
あ
る
も

の
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
価
値
」を
生

み
出
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
事
業
者
、そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
今
回
の
ケ
ー
ス
が
モ
デ
ル
と
な
り
、他
の

地
域
に
も
広
が
る
こ
と
は
山
梨
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。若
い
皆
さ
ん
の
声
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

度
が
最
も
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
峡
南
地
域

の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ

と
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
宿
泊
す
る
地
域
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　そ
の
た
め
に
は
広
域
的
な
視
点
で
観
光
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
3
月
に
「
峡
南
地
域
観

光
振
興
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　戦
略
で
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
峡
南
地
域
の
価
値

を
伝
え
る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
や
、
付
加
価
値

の
高
い
観
光
商
品
の
開
発
、
観
光
情
報
の
効
果
的
な

P
R
な
ど
に
つ
い
て
検
討
、
実
施
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

　国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
観
光
地
に
な
り
、
住
民
が
地
域

に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇
用
が

創
出
さ
れ
て
地
域
全
体
が
豊
か
に
な
る
、
こ
れ
が
戦
略
で

描
く
未
来
の
峡
南
地
域
の
姿
な
の
で
す
。

　す
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
は
、
見
ど
こ
ろ
が
点
在
す
る
峡
南
地
域
で
の
移
動
に

ピ
ッ
タ
リ
。
人
気
ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も
実
施
さ
れ

若
者
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
ま
す
ま
す
ア
ツ
く
な
る
峡
南
地
域
に
期
待
し
な

が
ら
、
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
地
域
観
光
に
必
要
な
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　ま
ず
「
こ
の
地
域
に
し
か
な
い
」
と
い
う
強
み
を
生
か

す
こ
と
で
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
食
な
ど
の
発
信
が

そ
の
地
域
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　も
う
一
つ
は
「
人
の
つ
な
が
り
」
で
す
。
地
域
の
心
温

ま
る
人
々
の
つ
な
が
り
の
中
に
、
観
光
客
を
迎
え
入
れ
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　単
独
で
は
効
果
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
関
係
者
が
連

携
す
れ
ば
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。
峡
南

地
域
の
活
性
化
が
県
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み

で
す
ね
！

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 観光資源課   TEL 055-223-1573  FAX 055-223-1558

中部横断自動車道山梨～静岡間開通から2年

東海地方のゲートウェイ
峡南地域がこれからアツくなるらしい?

観光資源課

課長補佐 須田 達弥さん

　県が峡南地域５町と連携して立ち上
げた「峡南地域ネクスト共創会議」での
検討に基づき、峡南5町・県及び観光事
業者が一体となって「峡南地域観光振
興戦略」を策定しました。この戦略を羅針
盤として、峡南地域全体が未来に向かっ
て発展するための取り組みを進めます。

CHECK !

　「自然と人が育んだ歴史文化・産業・信仰を体感できる滞
在型観光地」を将来目標像とする3カ年（令和5年度から7
年度まで）の計画です。富士川の名前を冠し、インバウンドに
も訴求できる「HEALING in FUJI VALLEY（ヒーリング イン 
フジ・バレー）」のコンセプトの下、地域資源（自然、産業、歴
史文化、信仰、食）を最大限活用して観光振興を図ります。

峡南地域観光振興戦略とは？

地域が主体となって魅力的な観光
地づくりをすることで、地域住民も地
元に誇りを持てると思います。私たち
も携わっていきたいです。

相乗効果による地域全体の活性化

首都圏からの観光客

外国人観光客

東海地方からの
観光客

歴史・文化

食

産業

信仰

自然

峡南地域は
ココ!

わたしたちが
レポートを
作成しました ！

総合政策学科
4年 山本 一郎さん

国際コミュニケーション学科
3年 佐野 里帆さん

山梨県立大学 国際政策学部観光を通して峡南地域が活性化すれ
ば山梨全体がもっと元気になりそうで
すね！

「峡南地域ネクスト共創会議」で、分野ご
とに課題の解決や地域全体の発展につ
なげるための検討を始めています。今日
はその中から観光分野について、皆さん
と考えていこうと思います。

はい。峡南地域が東海地方のゲートウェ
イ（玄関口）になって中京圏からのアクセ
スが飛躍的に向上し、地域活性化への期
待が高まっています。

中部横断自動車道が静岡まで開通しま
したね。

峡南地域の活性化のために、県ではど
んな取り組みをしていますか？
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